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第1章　群馬県の人口

１．人口・世帯数の推移

（備考） １．総務省「国勢調査」結果より作成。
２．各年１０月１日現在。

２．男女別人口の推移

（備考） １．総務省統計局「国勢調査」時系列データより作成。
２．各年１０月１日現在。

  平成27年国勢調査以降、群馬県の人口は200万人を下回っている。一方、世帯数は増加を続けており、世帯
の小規模化が進んでいることがわかる。
　年齢別人口の割合は、支え手である生産年齢人口が減少し、支えられる世代（年少人口・老年人口）の割合
が増加している。その増加は、老年人口の大幅な増加による。
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３．年齢３区分人口の推移

（備考） １．総務省「国勢調査」結果より作成。
２．各年１０月１日現在。
３．年少人口（０～１４歳）、生産年齢人口（１５～６４歳）、老年人口（６５歳以上）

2



４．年齢３区分人口の男女別推移

（備考） １．総務省「国勢調査」結果より作成。
２．各年１０月１日現在。
３．年少人口（０～１４歳）、生産年齢人口（１５～６４歳）、老年人口（６５歳以上）
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第2章　政策・方針決定過程への女性の参画

１．地方議会（都道府県）における女性議員割合の推移

（備考）

２．各年12月31日現在。令和2年については令和3年8月1日現在。

２．地方公務員（都道府県）採用者に占める女性割合の推移

（備考）

　　群馬県の、責任ある立場・意思決定への女性の参画の全般的状況は、全国的には中位の水準である。個
別には、農業委員は全国水準を上回り、都道府県女性議員及び地方公務員（都道府県一般行政職）の管理
職は全国の水準を下回っている。

１．内閣府資料「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する
　　施策の推進状況」より作成。

１．内閣府資料「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する
　　施策の推進状況」より作成。

２．各年の採用状況は、前年度（前年4月1日から当年3月31日）の採用状況である。
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３．地方公務員（都道府県）管理職に占める女性割合の推移

（備考）

４．地方公共団体（都道府県）の審議会等における女性割合の推移

（１）　地方自治法（第180条の5）に基づく委員会等への女性の登用（群馬県）

（備考）

１．内閣府資料「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する
　　施策の推進状況」より作成。

２．各年原則４月１日現在。

１．内閣府資料「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する
　　施策の推進状況」より作成。

2．各年原則４月１日現在。
３．グラフ上の数字は、委員数を表す。
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（２）　法律又は政令により地方公共団体に置かなければならない審議会等委員への女性の登用

（備考）

（３）　女性委員登用目標の対象である審議会等委員への女性の登用

（備考）

４．調査時点は、各年３月３１日又は４月１日現在であるが、地方自治体の事情により
　　異なる場合がある。

１．内閣府資料「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する
　　施策の推進状況」より作成。

２．調査時点は、各年３月３１日又は４月１日現在であるが、地方自治体の事情により
　　異なる場合がある。

１．内閣府資料「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する
　　施策の推進状況」より作成。

２．調査対象は、法律又は法令により地方公共団体に置かなければならない審議会等
　　のうち、各年３月（令和４年は４月）時点で内閣府が把握したもの。

３．調査時点で、都道府県によっては設置していない、もしくは委員の任命をおこなって
　　いないものもある。
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５．司法分野における女性割合の推移（群馬県）

（備考）

６．農業委員会における女性の参画状況の推移

（備考）

７．各分野における「指導的地位」に女性が占める割合（群馬県）

（備考）

２．医師・歯科医師・薬剤師は令和２年、その他は令和４年データ。

１．内閣府資料「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する
　　施策の推進状況(令和４年度） 」等より作成。

３．高等学校教頭以上は、公立高校（全日制・定時制）を対象とする。

２．各年１０月１日現在。
１．農林水産省経営局就農・女性課「農業委員への女性の参画状況」より作成。

１．弁護士については、弁護士白書より作成。
２．裁判官については、前橋地方裁判所総務課資料より作成。
３．弁護士については３月３１日（令和４年度は５月３１日）現在、裁判官については翌年
度４月現在。
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第３章　就業分野における男女共同参画

１．女性の年齢階級別有業者数の推移（群馬県）

（備考） 1　総務省「就業構造基本調査」より作成
２　各年１０月１日現在

２．女性有業率の推移（群馬県）

（備考） 1　総務省「就業構造基本調査」より作成
２　各年１０月１日現在
３　有業率＝年齢階級別女性有業者数÷年齢階級別女性数

　群馬県の女性の年齢別有業率は、かつて30歳代前半に見られた落ち込みがほぼ解消され、いわゆるM字
型から台形へと移行した。しかし、「４．男女別年齢階級別雇用形態」と照合してみると、Ｍ字の底の上昇に
は、当該年齢層の女性の非正規雇用者の増加が影響していることが伺える。
　一般労働者の男性を100とした場合、女性の所定内給与は75.0（令和4年）で、同年の全国値75.7とほぼ同水
準である（厚生労働省「賃金構造統計調査」）。所定内賃金の水準は企業規模が大きいほど高い傾向にある
が、どの規模の企業群にも所定内賃金の男女差が見られる。

8



３．男女別職業構成（群馬県）

（備考） 総務省「令和４年就業構造基本調査」より作成。

４．男女別年齢階級別雇用形態（群馬県）

（備考） １．総務省「就業構造基本調査」より作成

２．男女別正規率：男女別正規従業員数÷男女別雇用者総数、
　　男女別非正規率：男女別非正規従業員数÷男女別雇用者総数
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５．雇用形態の推移

＜全国＞

＜群馬県＞

（備考） 総務省「就業構造基本調査」より作成
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６．就業者の従業上の地位別構成比の推移

＜全国＞

＜群馬県＞

（備考） 総務省「就業構造基本調査」より作成
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7．女性の企業規模別年齢階級別所定内給与の推移（群馬県）

（備考） 厚生労働省「賃金構造基本統計調査」より作成。

８．男女別所定内給与の推移（群馬県）

（備考） 厚生労働省「賃金構造基本統計調査」より作成。
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９．企業規模別男女別の推移（群馬県）

（１）労働者数

（２）勤続年数

（３）所定内給与額
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（４）所定内実労働時間数

（備考） 厚生労働省「令和４年賃金構造基本統計調査」より作成

1０．夫・妻の就業状況の推移

（備考） 総務省「国勢調査時系列データ」より作成。
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第４章　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）

１．仕事と生活の調和（ワークライフ・バランス）の認知度

（備考）

（注）育児・介護休業法　：　育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の
　　　　　　　　　　　　　　　　福祉に関する法律

　仕事と生活のバランスのあり方について、女性の３０代と７０代を除き、男女とも仕事と家庭生活をともに優
先したいと考えている人がもっとも多い。現実には、男性は全世代とも「仕事を優先」がもっとも多く、女性は２
０代を除き家庭生活を優先している人がもっとも多い。
　働き方は、女性では、結婚・出産・育児期に仕事を辞めその後再就職した人が、男性では学校卒業後就労を
続けている人がもっとも多い。
　保育園（所）、幼稚園、幼保連携型認定こども園とも、現員が定員を下回っている。
　家庭内の役割分担は、「主たる収入」が圧倒的に夫であり、一方、家事労働は自治会などの地域活動を除き
「妻」に偏って担われている。

　「あなたは、次のうち、見聞きしたことがあるものがありますか。（いくつでも○）」の問いに対する回答

群馬県生活文化スポーツ部県民生活課「令和元年度群馬県男女共同参画社会に関す
る県民意識調査」より作成。
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２．仕事と生活の調和に関する希望と現実（性別・年代別）

（備考） 群馬県生活文化スポーツ部県民生活課「令和元年度群馬県男女共同参画社会に関す
る県民意識調査」より作成。
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0.3

0.7

5.1

7.2

16.3

14.9
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20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域活動」を優先

「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域活動」をともに優先

《希望》【女性】

【女性】 【男性】
18.19歳(n=3)       (n=5)
20代 (n=136)    (n=130)    
30代 (n=139)    (n=167)
40代 (n=245)     (n=198)
50代 (n=295)  (n=167)
60代 (n=142)    (n=264)       

16.2

17.4

12.1

12

11.7

24.7

20

33.1

36.5

27.3

22.2

22
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3.1

1.2

1.2
0.4

27.7

25.7

29.3

31.1

32.6

27.3

20

0.8
2.4

1.5
0.6
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5.2

1.5
0.6

2

2.4

3.4

3.9

6.9

8.4

14.1

15

12.1
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0.6

0.5

1.3
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13.3

7.8
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23.7

21.1

12.5

33.3

24.3

44.6

33.1

33.9

40.1

34.4

2.9
1.2

1

2.1

6.3

33.3

13.2

12.9

17.6

17.6

18.3

28.1

1.5

0.8

0.7

2.1

2.21.4

1.2

2.4

3.5

33.3

5.1
4.3

5.3

3.7
2.8

6.3

0.4

0.7

0.7

11.8

10.1

16.7

16.3

9.2

12.5
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20

52.3

60.5

49.5
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40.3

14.6

14.4

8.1

5.4

14.4

24.7

1.5

0.6

1
0.6

1.1

11.5

13.2

18.2

16.2

14

15.6

20

0.8

1.2

2.5
4.2

2.7

2.6

2.3
0.6

1
1.2

1.9

5.2

2.3

1.2

2.5

2.4

3

1.3

0.8

1.2

0.5

0.4

1.3

60

13.8

7.2

16.7

16.2

12.9

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18・19歳

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

《現実》【男性】
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３．働き方（性別）

（備考）

４．保育園（所）、幼稚園の定員と現員充足率の推移（群馬県）

（備考） １．保育所（園）児童数：福祉行政報告／幼稚園児童数：学校基本調査より作成。
２．各年度５月１日現在

群馬県生活文化スポーツ部県民生活課「令和元年度群馬県男女共同参画社会に関す
る県民意識調査」より作成。

※幼保連携型認定こども園の充足率

H28年度：95.6％ H29年度：97.1％ H30年度：96.2％ R元年度：89.6％ R2年度：91.6％

R3年度：90.2％ R4年度：89.8％

37.3

44.1

13.7

4.9

75.3

2.2

15.8

6.7

0 20 40 60 80

卒業して以来、ほぼ継続して働いている

結婚・出産・育児・介護のため一時的に仕事

を辞めたことがある

上位以外の理由で一時的に仕事を辞めたこ

とがある

卒業してすぐには働かなかったが、その後ほ

ぼ継続して働いている

女性

男性

％

N=671
N=806
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５．家庭内の役割について

（備考） 群馬県生活文化スポーツ部県民生活課「令和元年度群馬県男女共同参画社会に関す
る県民意識調査」より作成。

　　「あなたは、家庭内の役割について、どのように担っていますか。（それぞれ１つに○）」の問いに対する回答

3.7

1

2.7

2.9

24.7

14.3

58.2

28.2

25.4

25.8

25.1

35.2

27.2

28.5

65.1

49.6

34.7

47

29.4

53.9

8.7

3

23.9

36.8

25

10.7

4.6

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家事（炊事・洗濯・そうじ）

育児

看護・介護

学校行事などへの参加

自治会などの地域活動

家計の管理

主たる収入

主として男性が担っている 男女が共に担っている 主として女性が担っている その他

(n=1,722)
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第５章　高齢男女をめぐる状況

１．高齢化の現状（群馬県）

総数 男 女 総数 男 女

1,973,115 973,283 999,832 1,939,110 959,411 979,699

97.3 （性比） 97.9 （性比）

540,026 238,250 301,776 576,729 256,160 320,569

78.9 （性比） 79.9 （性比）

280,910 136,518 144,392 284,274 138,054 146,220

94.5 （性比） 94.4 （性比）

259,116 101,732 157,384 292,455 118,106 174,349

64.6 （性比） 67.7 （性比）

1,165,780 596,669 569,111 1,096,231 564,704 531,527

104.8 （性比） 106.2 （性比）

250,884 128,450 122,434 224,304 114,867 109,437

104.9 （性比） 105.0 （性比）

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

27.6% 24.7% 30.4% 30.4% 27.4% 33.3%

14.4% 14.2% 14.5% 15.0% 14.8% 15.2%

13.2% 10.6% 15.8% 15.4% 12.6% 18.1%

59.6% 61.9% 57.3% 57.8% 60.3% 55.3%

12.8% 13.3% 12.3% 11.8% 12.3% 11.4%

（備考）

２．高齢化率の推移（群馬県）

（備考）
２．高齢化率：高齢者人口（65歳以上）の総人口に対する割合

　群馬県では全国とほぼ同様の傾向で高齢化が進行してきた。高齢化率は一環して全国平均よりも高く、男
性より女性の方が5.9ポイント高い。
　高齢単身世帯は年々増加を続けており、63%は女性である。女性単身世帯の割合は年齢が高くなるほど高
く、80歳以上では75％を占めている。
　施設の介護職員、あるいは訪問介護員（ホームヘルパー）として介護労働に従事している者の約８割は女性
である。

　６５歳～７４歳人口

　生産年齢人口

人口

構成比

　年少人口

　総人口

平成27年10月1日 令和2年10月1日

　７５歳以上人口

 （人）

　（７５歳以上人口） 

　（０～１４歳）

　高齢者人口 

　（６５歳以上）

（６５歳～７４歳人口）

総人口

（前期高齢者）

（後期高齢者）

　（１５歳～６４歳）

１．総務省「平成27・令和2年国勢調査」より作成。

高齢者人口（高齢化率）

２．「性比」は女性人口100人に対する男性人口

３．総人口には年齢不詳を含むため、内訳を合計しても総人口に一致しない。

生産年齢人口

年少人口

４．割合は、単位未満四捨五入のため、総数と一致しない場合がある。
　なお、分母（総人口）から年齢不詳を除き算出した。

１．総数省統計局「人口推計：各年10月1日現在の人口」・「国勢調査：平成27・令和2年」より作成。
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３．高齢男女単身世帯の推移（群馬県）

　　（備考） 総務省：国勢調査　「男女別高齢単身世帯数」より作成。

４．介護労働者割合（群馬県）

（１）　介護労働者（訪問系・施設系を含む）性別の割合

(備考）

２．調査対象期日：原則として１０月１日現在。

（２）　介護労働者（訪問系・施設系を含む）性別の割合の推移（群馬県）

(備考）

２．調査対象期日：原則として各年度１０月１日現在。

１．（公財）介護労働安定センター「令和４年度介護労働実態調査ー介護労働者
　　の就業実態と就業意識調査」より作成。

１．（公財）介護労働安定センター「令和４・３・２・元年度介護労働実態調査ー介護労働者
の就業実態と就業意識調査」より作成。

1345 1074 971

576 299

5016 4730

3701

1816

640

6430

4387
3535

2729
1990

8401
9160

10186

9033

6761

10429 10365

5988

3946
4287

8703

12770
12421

11653

13431

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

男 65 ～

69 歳

70 ～
74

75 ～
79

80 ～
84

85 歳

以 上

女 65 ～

69 歳

70 ～
74

75 ～
79

80 ～
84

85 歳

以 上

（世帯数） 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年
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第6章　女性に対する暴力

１．恋人や配偶者等のパートナーからの被害経験(性別）

　恋人や配偶者等のパートナーから身体的・精神的・性的・経済的暴力あるいはストーカー行為の被害を受けた
ことのある人の割合は、すべての種別で男性より女性の方が高い。
　配偶者からの暴力事案の警察の認知件数は微増し、ストーカー事案の警察による認知件数は、近年では減
少傾向にある。
　女性相談所による一時保護の入所理由の約６割は、「夫等の暴力」である。
　配偶者等から暴力を受けたことについての相談は、誰にも相談していない人がもっとも多い。相談した人の相
談先は、友人や家族等私的資源が圧倒的に多く、専門機関、警察・配偶者暴力相談支援センター等公共機関
の利用は、いずれも数％以下にとどまっている。

「あなたは、この５年間に、恋人や配偶者等のパートナーから、次のようなことを「されたこと」がありますか。」とい
う問いに対しての回答。

（１）身体的な暴力の被害経験

（２）精神的な暴力・社会的な暴力の被害経験

（３）性的な暴力の被害経験

（４）経済的な暴力の被害経験

（６）ストーカー行為の被害経験

（備考）　群馬県生活文化スポーツ部県民生活課「令和元年度群馬県男女共同参画社会に関する
　　　　県民意識調査」より作成。

（５）子どもを利用した暴力の被害経験

%

%

3.7

0.5

1.6

0.9

0 5 10

女性(N=891)

男性(N=881)

6.7

3.1

2.4

1.5

0 5 10 15 20

女性(N=891)

男性(N=881)

１・２度ある 何度もある

11.7

7.2

9.8

4.3

0 5 10 15 20

女性(N=891)

男性(N=881)

3.3

1.7

4.2

1.4

0 5 10

女性(N=891)

男性(N=881)

2.1

1.1

1.7

1.4

0 5 10

女性(N=891)

男性(N=881)

3.1

1.2

1.6

0.8

0 5 10

女性(N=891)

男性(N=881)
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２．配偶者からの暴力事案に関する認知件数

（備考）　群馬県警察本部「令和５年版　群馬県の治安情勢」より作成。
（注）配暴法：配偶者からの暴力防止及び被害者の保護等に関する法律

３．配偶者暴力相談支援センター等への相談件数

４．女性相談所一時保護所（委託を含む）への入所理由（令和４年度）

（備考） 1　群馬県女性相談所資料より作成。
2　令和４年度一時保護者５９名

（注）　市町村配偶者暴力支援センター：前橋市、高崎市、藤岡市、安中市、長野原町、大泉町

（備考）　主訴別相談件数（女性相談所・女性相談センター、市町村配偶者暴力支援センター）及び
　　　　　 館林市婦人相談件数（聞き取り）により作成。
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５．配偶者等から暴力行為を受けたことについての相談先

（備考）

６．強姦、強制わいせつ認知件数の推移

（備考） 群馬県警察本部資料より作成。

群馬県生活文化スポーツ部県民生活課「令和元年度群馬県男女共同参画社会に関する県民
意識調査」より作成。

24.9

21.3

8.1

4.2

2.8

2.8

2.5

2.5

1.7

1.1

0.8

0.6

57.1

0 20 40 60 80

友人・知人

家族や親戚

警察

配偶者暴力相談支援センター（女性相談所、女性相談センター…

市町村DV等相談窓口（市・町設置の配偶者暴力相談支援セン…

医療関係者（医師・看護師等）

民間の専門家や専門機関（弁護士会、カウンセラー機関、民間…

勤務先の関係者

児童相談所、市町村児童家庭相談窓口等

学校関係者（教員、養護教員、スクールカウンセラー等）

法務局・地方法務局、人権擁護委員

その他

どこ（だれ）にも相談したことがない・しなかった

（％）
《ｎ=357》
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７．略取誘拐・人身売買の検挙状況等の推移

（備考） 群馬県警察本部資料より作成。

８．群馬労働局雇用環境・均等室に寄せられたセクシュアル・ハラスメントに関する相談件数の推移

（備考） 群馬労働局雇用環境・均等室資料より作成。

９．ストーカー事案に関する認知・検挙件数の推移

（備考） 群馬県警察本部「令和４年版　群馬県の治安情勢」より作成
（注）ストーカー規制法：ストーカー行為等の規制等に関する法律
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第７章　生涯を通じた女性の健康

１．母子保健関係指標の推移

（１）出産率・乳児死亡率・新生児死亡率・周産期死亡率

（備考） 厚生労働省「人口動態統計年報」より作成。

（2）妊産婦死亡率（出生１０万対）

（備考） 厚生労働省「人口動態統計年報」より作成。

　妊産婦死亡数は、平成23年以降は平成24年を除くと0である。
　人工妊娠中絶数は年々減少していたが、平成29年は微増（+8件）となった。
　喫煙者率は減少傾向にある。特に、女性については前回（平成28年）より2％減少している。
　医師、歯科医師に占める女性の割合は、全国と同様の推移で少しずつ増えている。

（注）出生率（人口千対）　/　乳児死亡率（出生千対）　/　新生児死亡率（出生千対）
　　　周産期死亡率（出産千対）
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２．年齢階級別人工妊娠中絶の推移（群馬県）

（備考） 群馬県統計年鑑より作成
（注）棒グラフ上の数字は、左から「年齢45～49歳」「年齢50歳以上」「年齢不詳」

３．ＨＩＶ感染者の推移（性別・年齢別）（群馬県）

（備考） 群馬県保健予防課資料より作成。
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0
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0
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年齢 20歳未満 年齢 20～24歳 年齢 25～29歳 年齢 30～34歳 年齢 35～39歳

年齢 40～44歳 年齢 45～49歳 年齢 50歳以上 年齢不詳
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４．喫煙率の推移（性別・年齢別）

（備考）

５．女性の医療施設従事医師、同歯科医師、薬局・医療施設従事薬剤師の割合の推移

（備考） 厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」より作成。

＊20歳以上で「毎日吸っている」または「時々吸う日がある」と回答した人数の合計を分子
として、「総数」を分母とした割合（入院者は除く）

国立がん研究センターがん対策情報センター「都道府県別成人喫煙率（データソース：国
民生活基礎調査（厚生労働省））」より作成。
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第８章　教育・研究分野における男女共同参画

１．教員総数に占める女性教員の割合（本務者）

（１）小学校（公立）

16

（２）中学校（公立）

　小学校の教諭に占める女性の割合は、全国と同水準である。
　中学校の校長、教頭、教諭、高等学校の校長、教頭、教諭に占める女性の割合は、いずれも全国よりも低く
なっている。
　高等学校卒業者に占める大学等進学者割合は、男子（54.7%）よりも女子（58.2%）の方が高いが、大学学部
（４年制大学）進学者に限ると男子の方が高くなっている（男子53.7%、女子50.6%）。
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（３）高等学校（公立；全日制）

（備考） １　文部科学省「学校基本調査」より作成。
２　各年５月１日現在

２．高校卒業後の進路状況（群馬県）

（備考） １　文部科学省「学校基本調査」より作成。
２　各年３月（単位：人）
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１．男女共同参画に関する計画の整備

図１　市町村における男女共同参画計画策定率の推移（各年4月1日）

2．男女共同参画に関する条例

　＊群馬県男女共同参画推進条例制定  （平成 16 年 4 月）

図２　条例制定市町村の割合の推移

３．男女共同参画・女性のための総合的な施設

　　市町村における男女共同参画推進拠点施設の整備率については群馬県5.7％、全国16.9%となっている。

図‐３　拠点施設設置市町村の割合の推移

地方公共団体（群馬県・市町村）における男女共同参画社会の

形成又は女性に関する施策の推進状況（令和４年度）　　　　　

　　男女共同参画計画を策定している市町村は、群馬県42.9%（市100%、町村8.7%）、全国77.9%（市区94.5%、町村
63.3%）である。市の策定率は100％であるが、　町村の策定率は全国を大きく下回っている。

　　男女共同参画に関する条例を制定している市町村は、群馬県8.6% （市25%、町村 0％）、全国38.4%（市区
61.3%、町村18.1%）　となっている。市は全国の半分未満の制定率、町村においては未制定である。
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４．審議会等委員への女性の登用

図４-１　法律、政令及び条例により設置された審議会等の女性比率

　　

図４-２　登用目標のある審議会の市町村の女性委員比率

５．女性管理職の登用

図５　管理職（課長職以上）に占める女性の割合の推移

　　法律、政令及び条例により設置された審議会等委員に占める女性の割合は、群馬県22.6%（市23.2%、町村
21.4%）、全国28.0%(市区29.6%、町村23.8%）であり、市・町村とも全国を下回っている。

　　県内市町村の管理職に占める女性の割合は14.1%であり令和３年に比べ1.2ポイント増加したが、全国平均
17.1%を下回っている。

　　審議会等委員の女性の登用について、群馬県では12市2町1村が目標値（30～40％）を設定しており、平均女
性登用比率は25.8%となっている。
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（参考）地方議会における女性議員

図６　地方議会における女性議員の割合の推移 

　（備考）

図１～図５

２　各年４月１日現在

         図６

２　各年１２月３１日現在。令和２年都道府県議会については令和３年８月１日現在

１　内閣府男女共同参画局「女性の政策・方針決定参画状況調べ」より作成

１　内閣府男女共同参画局「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性
　に関する施策の推進状況」より作成

　地方議会における女性議員の割合ついて、群馬県議会は10.6%、市議会は12.9%、町村議会は9.6%、全国におい
ては、都道府県議会は11.8%、市区議会は17.5%、町村議会は11.7%となっている。
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